
代表：阿部 敏巳

設立：平成13年４月

飼料作付面積：288.4ha

（牧草地155.5ha、ﾃﾞﾝﾄｺｰﾝ畑132.9ha）

飼養頭数（令和３年９月現在）：1,512頭

出荷乳量（令和２年度）：8,724トン

搾乳方法：平成31年４月、ロータリー型搾乳ロボット

（ドイツGEA社製 Daily ProQ 40ポイント）

を導入

平成３年に建設した搾乳舎の更新を模索する中、ド

イツでロータリー型搾乳ロボットを開発したとの情報

を入手。

平成27年、マイコプラズマ性乳房炎が多発し、搾乳

牛170頭余りを淘汰。搾乳舎の更新計画を延期。

平成28年、同病が沈静化したことから、ドイツでの視

察やロータリー型搾乳ロボット導入牧場での現地研

修など、自らの牧場への導入準備を本格化。

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策（畜産クラス

ター）事業を活用し、平成31年４月、アジア初のGEA

社製ロータリー型搾乳ロボットを導入、稼働を開始。

同機の導入により、①搾乳作業の負担軽減に伴う

作業従事人数の減、②データを活用した乳用牛管

理等が実現し、従業員の労働環境が改善。

◇【取組の経緯と概要】 【取組の成果】

酪農・スマート農業

搾乳作業を軽減化して、人や牛もゆとりを確保
有限会社中島生産組合（中札内村）

出荷乳量の増加

平成30年度7,252トン⇒令和２年度8,724トン

飼養頭数の増加

乳質等の改善

搾乳作業の軽減化により従業員の労働環境

が改善

〔導入前〕４週６休 ⇒ 〔導入後〕週休２日

搾乳状況をモニタリングで補足 ワンマンオペレーターの実現

搾乳ロボットの導入による確かな手応えを感じる中で、生産乳量の目標として掲げる年間１万トンの実現。

従業員と乳牛、双方のゆとりを今以上に確保するために、今後も必要となる設備投資の継続。

【今後の展望】

長時間にわたる搾乳作業と従業員負担

飼養規模の拡大で搾乳時間の増加といった重労働化

が進む中、乳用牛の疾病などの課題も併発。

⇒ 解決策として、搾乳能力の高いロータリー型搾

乳ロボットを導入

このことによって、搾乳作業が簡易となり、労働時間に

余裕が生まれ、その分の時間を、飼養牛の健康観察

や従業員の休暇に充てることができた。

令和４年４月作成
北海道農政事務所帯広地域拠点

【組織等の概要】

【取り組む際に生じた課題と対応方法】

成 分 量 （ ％ ） 令 和 元 年 度 令和３年９月

乳 脂 肪 量 3.80 3.82
乳 蛋 白 質 量 3.21 3.29
無 脂 乳 固 形 分 8.74 8.79

飼 養 頭 数 （ 頭 ） 令 和 元 年 度 令和３年９月

合 計 1,280 1,512
う ち 経 産 牛 635 785

ロータリー型搾乳ロボットが稼働する搾乳舎


